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はじめに 
 
 
 島根県では、茶葉は県内の東部から西部にかけて各地で生産されていま

すが、全国的に見ても決して量が多いとはいえません。 

一方で、江戸時代の松江藩藩主‘松平治
はる

郷
さと

（不昧公
ふまいこう

）’が茶人であった

という歴史的な背景から、お茶を飲む文化が発達しているのが特徴ともい

えます。 
そのような中で、平成２３年４月２２日に「お茶の振興に関する法律」

が成立し、この法律に基づいて、国は「茶業及びお茶の文化の振興に関す

る基本方針」を平成２４年３月に策定しています。 
これを受けて本県でも、国の基本方針に即し茶業及びお茶の文化振興に

関する指針を定めることといたしました。 
これは、本県における茶業の現状をまとめるとともに、茶業振興及びお

茶による文化振興の基本的な方向性を記載したものです。 
 本県の茶業がどのようなものかを理解していただくとともに、生産振興

や消費拡大の参考にしていただきたいと考えます。 
今後、県民の皆さんにもっとお茶に親しんでいただき、こころ豊かで健

康的な生活の実現と本県の茶業の活性化に資することができれば幸いに

存じます。 
最後に、この指針の策定にあたり、貴重なご助言をいただきました関係

者の皆様、パブリックコメントにおいてご意見いただきました県民の皆様

方に対し、心からお礼申し上げます。 
 
 
平成２５年３月 
 

島根県農林水産部長 
  原 仁史    
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【主旨】 

 これは、「お茶の振興に関する法律」（平成二十三年四月二十二日法律第二十

一号）に基づく国の基本方針に即して、島根県における茶業及びお茶の文化振

興に関する方向性と取り組み事項についての指針を定めるものです。 
 

【基本的な方向】 

 島根県は文化的な側面から茶の消費量が多い（特に東部地域）ものの、県内

の※茶商で取り扱われている茶葉の多くは県外から購入されたものです。県内製

茶業の中にあって、茶葉生産は県内需要を満たしているとは言えません。 
この背景には、生産者の高齢化と茶樹の老木化による生産性（収量・品質）

の低下に課題があり、これらの問題を解決するためには、生産性の高い品種や

若木への更新等様々な対策により、県外茶葉の品質に負けないものを生産して

いくことが重要になります。  
そして、収益性の向上により、後継就農、U・I ターン等の担い手確保により、

茶栽培面積の急激な減少に歯止めをかけ、産地の維持・発展を行うことが重要

です。 
この指針ではこれらの課題を解決することにより流通需要を満たし、消費者

に島根県産のお茶を愛飲してもらうことを目指します。 
 
 
また、島根の持つ独自の茶文化や消費 

に関する取り組みについても、生産者・ 
販売者と関係機関とが一体となって推進 
し、島根の豊かなお茶の文化と茶園の美 
しい風景を子どもたちや後世に守り伝えて 
いきます。 

一番茶初摘み会を彩る早乙女たち 
 

行政機関、各農業協同組合、島根県茶業振興協会、山陰茶商組合等の関係機

関・団体は、それぞれの役割に応じて、この指針に沿った具体的な取組み等を

推進します。 

 
※茶商とは、荒茶・仕上げ茶を購入し、自社で加工・包装し、小売店などに販売する業者のこと 
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この指針は、「お茶の振興に関する法律」（平成二十三年四月二十二日法律第

二十一号）に基づく国の基本方針に即して、島根県における茶業及びお茶の文

化振興に関する方向性と取り組み事項について定めるものです。
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【茶業振興に関する現状と将来見通し】 

島根県の茶業生産は栽培面積が 207ha、荒茶の生産量が 235t、産出額（茶生

葉）が２億円となっています。（農林水産統計 平成 21 年度調査より） 
県内には、①茶樹を栽培し、茶葉を荒茶加工工場へ出荷している個人生産者、

②栽培から荒茶加工までの行程をおこなう一般茶業者、③大規模な茶園を整備

し、栽培から製茶までを一貫して取り組む茶業者らがそれぞれ地域各所に点在

しています。 
 
○島根県内の茶生産農家の状況（平成 23 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
○県内荒茶・仕上げ茶移入・移出状況（平成 23 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
○島根県の緑茶茶期別生産者価格の推移 
 
 
 
 
 
 
 
※全国茶生産団体連合会調査より。－はその年調査が行われなかったことを示す。 
 

荒茶生産量
A

移入量
B

移出量
C

仕上仕向量
D＝A＋B－C

県内向け

仕上げ茶
（Dを仕上げたもの）

移入量
F

移出量
G

県内仕向量
H＝E＋F－G

149 1099 28 1220 1104 940 1828 216

荒茶 仕上げ茶

県全体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ｔ

　（「平成23年度　茶の生産流通状況等に関する報告（農畜産振興課まとめ）」より）
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　　　　　　　　　　　市町村
　　　項目

松江市 安来市 出雲市 雲南市 浜田市 江津市 川本町 美郷町 津和野町 吉賀町 合計

茶栽培農家数（戸） 192 14 99 35 1 1 5 21 8 10 386

 　内　認定農業者数（戸） 3 0 9 1 0 1 0 0 4 0 18

荒茶加工場数（数） 5 1 13 2 1 1 1 1 6 1 32

※認定農業者数は茶を主に生産している農業者の数とした　　　　　　（「平成23年度　茶の生産流通状況等に関する報告（農畜産振興課まとめ）」より）

11年 16年 20年 21年 22年 23年

　　一番茶(円/kg) 2,650 1,890 1,387 1,381 1,398 1,271

　　二番茶(円/kg) 760 922 555 555 507 426

　　秋冬春番茶(円/kg) 400 425 445 430 400 -

平        成　　　　　　　　　年

　茶期
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平成 23 年度の調査によると、県内での荒茶の生産量は 149t です。一方で、

県外から移入した荒茶及び仕上げ茶の合計は 2,039t にもなり、県内のお茶の需

要に生産が追いついていないことが見て取れます。 
 
この背景には、生産者の高齢化と茶樹の老木化による茶園面積と荒茶生産量

の減少や県内茶葉が県外茶葉に品質面で押されていることがあります。（23 年度

の一番茶の島根県産平均価格は 1,271 円/kg、全国平均価格は 2,438 円/kg） 
 
以下の指針に示す生産・加工・流通・消費・文化など多岐にわたる活動で、

県内荒茶の生産減少を防ぎ、品質を向上させ、流通需要を満たすことによって、

消費者に島根県産のお茶を「島根県生まれのもの」として認識しながら愛飲し

てもらうことを目指します。 
 
 
 
○島根県茶業の生産状況と将来見通し 
 
 
 
 
 
 
※農林水産省統計より。－はその年調査が行われなかったことを示す。 
 
■34 年見通し設定根拠 
・後継就農、U・I ターン等の担い手確保により、茶園面積の減少を防ぐこととして、10 年

後の H34 年見通しを現状維持の 208ha に設定。 
・生産量については、改植事業により新品種や若木への改植を進め、単収を１割アップさ

せる。島根県の荒茶収量に加え反収向上と目標栽培面積から設定。 
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11年 16年 20年 21年 22年
34年

(見通し)

245 212 209 207 208 208

343 317 - 235 - 258

3 3 2 2 2 2茶（生葉）産出額(億円)

　　　　　　　　　　　年

　　項目

平           成

茶栽培面積(ha)

荒茶生産量(t)
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【茶業振興の施策】  

１ 生産者の経営の安定と担い手の確保 
○省力化、低コスト化の推進 
 省力機械化や共同利用機械の導入、効率的、効果的な防除体系の普及等によ

り、環境負荷の軽減と生産コスト低減を図ります。（お茶の県内エコファーマー

数：10 事業者 平成 24 年度時点） 
 
※エコファーマーとは「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律」（持続農業

法）に基づき、環境と調和のとれた農業を実践する、島根県知事が認定した「認定農業者」

の愛称です。「土作り」「化学肥料低減」「化学農薬低減」の３つの分野への取り組みを行っ

ています。 
 
 
 
 
 
 
 

機械による茶収穫作業の省力化(例.乗用摘採機：右写真) 
 
 
 
 
 
 

近年発生が確認された｢ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ｣とその生態を学ぶ研修会 
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○新品種への改植・更新による生産性向上 
 県内の多くの産地では‘やぶきた’を中心とした品種構成となっていますが、

生産者と関係機関が連携を図り、茶改植等支援事業（国）等の活用により、品

質の良い‘さえみどり’や晩生品種の‘はるみどり’‘おくみどり’等、立地条

件に適合した品種への改植を行い、生産性向上を図ります。 
 
 
 
 
 
 
       新たに改植をする苗の準備とその植え付け圃場 
 
 
○担い手の確保 
 県内では、担い手が不足している中にあって、一部の生産者には後継就農に

よって世代交代が進んでいるところもあります。 
今後は、このような後継就農者や U・I ターン者などの新規生産者を認定就農

制度等で支援していきます。 
また、島根県茶業振興協会の青年部を中心とした研修会・交流会等により、

若い後継者や雇用就農者の技術向上とネットワークづくりを支援していきます。 
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２ 加工及び流通の高度化 
○栽培および加工技術の一体的な高位平準化 
 茶の加工事業者を中心に、製茶加工機械やその工程（中揉機、精揉機の熱加

減等）の重要性を再認識し、製茶技術の全体的なレベルアップを図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
             荒茶加工機械のライン 
 

また、６次産業化を目指す場合には、国の６次産業化関連事業などにより、

新商品の開発や施設・機械の整備などの取り組みを支援しています。 
 
○高い安全性の確保に向けた取り組みと GAP の普及 
 食品を取り扱っているという自覚を促し、肥料・農薬を適正に使用すること

はもちろん、加工工程等で発生するリスクを最小限にするための管理を行うこ

とを推進します。 
 
 
 
 
 
 
     道具の整理整頓         記録・帳簿類の整備 

GAP 手法を取り入れた「安全で美味しい島根の県産品認証制度(美味
お い

しまね認

証制度)」を島根県では推奨しています。 
国の※ＧＡＰガイドラインに準拠した県独自の認証基準により認証しており、

平成 24 年度までに県内で 2 件の事業者が認証を取得しています。 
 
※GAP とは、安全な農産物生産のために、生産者自らが農業生産工程で起こりうる農薬残留や

異物混入などのリスクを洗い出し、これらの危険をなくすための管理を記録・点検・改善してい

くことで、農産物の安全を向上させる取り組みのこと（農水省ホームページより抜粋） 

-６- 
− 6−



 
 

３ 品質向上の促進 
○茶業者同士の研鑽 

茶品評会（全農しまね主催）や視察等研修会を通じて、茶業者相互の技術研

鑽や、関係機関等の情報交換を進め、商品性の向上を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 

    島根緑茶品評会          県外茶工場への視察 
 
○新品種への改植・更新による高品質化 
 生産者と関係機関が連携を図り、茶改植等支援事業（国）等の活用により、

老木の更新と優良品種への改植を進め茶葉の品質向上を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
             新品種‘さえみどり’ 
 
○防霜ファンの設置等による霜害の低減 
 霜害の発生は、発芽直後の葉芽を傷め、茶の外観や香気などの品質の低下に

直結するため、防霜ファン等の設置推進や晩生品種の‘はるみどり’‘おくみど

り’等、立地条件に適合した品種への改植等により茶の品質向上を促進します。 
 
 
 
 
 
 
           防霜ファン設置茶園 

-７- 
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４ 消費拡大 
○低年齢層へのお茶愛飲促進 
 各地域の茶生産者は、子どもたちにお茶についてもっと知ってもらい、お茶

を飲むことに馴染んでもらうために、茶摘み体験や・加工工程の見学等の取り

組みを行っていきます。また、食育の観点から、無理なく取り組める学校に対

して、学校給食へのお茶の利用を提案していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
              地域での茶体験交流       
 
○新商品開発と積極的な販路開拓 
近年、様々な茶商品が登場する中で、島根県産茶葉を活用した新たな商品開

発も進んでいます。このような動きを、更なる消費拡大や販路拡大に繋げてい

きます。 
【例】 
 
            
              
 
 
                 

有機煎茶         食べるお茶        五穀茶 
 
 

     
 
 
 
   

 
出西生姜入り粉末緑茶   島根産ペットボトル茶  美味しまね認証の茶 

-７- 
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○販路開拓について 
県内外での消費拡大と販路拡大のために、専門性の高い商談展示会等に出展

し、積極的にバイヤーとの商談を行うとともに、各種催事等で直接消費者に向

けてＰＲ・販売を実施します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

県外展示商談会での出展（東京）  　 県外量販店「島根フェア」での販促（東京）  

 
 
○消費 PR 活動 
 茶の初摘み会の開催や茶を身近に感じてもらうためのクイズやクロスワード

などアイディアを用い、テレビおよび新聞などの各種メディアを通じての消

費・宣伝活動を実施していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

メディア掲載による緑茶宣伝の実施（山陰茶商組合、全農しまね共催） 
 
 
 
 
 
 
 

-９- 
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５ 茶の輸出について 
○海外市場への販路開拓・拡大 
 少子高齢化による今後の需要縮小が不可避の国内市場を補完する新たな市場

として期待される海外への販路開拓・拡大のため、海外バイヤーとの商談、現

地消費者に対する島根県産茶製品のＰＲ、販売促進活動等の取り組みを行って

いきます。 
 
 
 
 
 
 
 
   海外バイヤーとの地元商談会開催   県産茶製品の試飲ＰＲ（ロシア） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   小売店舗での販売促進活動（米国） 「抹茶カフェ」の店舗展開（タイ） 
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【お茶の文化振興】 

○島根県独自のお茶文化 
 島根県の県庁所在地、松江市は 47 都道府県の県庁所在地の中でも茶の消費量

が多くなっています。特に緑茶にかける購入額は 6,036 円/年/世帯と全国平均の

4,591 円/年/世帯を大きく上回っています。（平成 23 年 総務省家計調査より） 

 これらの背景には、江戸時代の松江藩藩主‘松平治
はる

郷
さと

（不昧公
ふまいこう

）’が茶人であ

ったこともあり、そのお茶の文化が永く息づいているためと言われています。 
また、泡立てたお茶の中に、ご飯と漬物などの具を入れて食べる「ぼてぼて

茶」と呼ばれる郷土料理などが存在しています。これは一説によると、庶民が

飢饉に苦しんでいるときに不昧公
ふまいこう

が非常食として推奨したのが始まりとも言わ

れています。このような独自のお茶の文化を形成してきたことが、茶の消費量

が多い背景となっています。 
 
 
 
 
 
 
     松江藩主‘松平治

はる

郷
さと

(不昧公
ふまいこう

)’と郷土料理「ぼてぼて茶」 
 

和菓子‘若草’は、新緑の茶園を思い 

起こさせる姿から不昧公
ふまいこう

が命名されたと言わ 
れています。 
                        和菓子‘若草’ 
 
国の重要文化財である茶室‘菅田

かんでん

庵
あん

’や 
県指定の有形文化財である茶室‘明々庵’ 

は「不昧
ふ ま い

公好み」と呼ばれています。 
 
                        茶室‘明々庵’ 
 
 これらの背景や歴史・文化への理解を深めてもらうため、以下に挙げるよう

な、様々な茶文化発信の場を活用していきます。 
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○小中学校におけるふるさと教育の推進 
 児童生徒が茶文化を理解し、地域に誇りと愛着を持つ心を養う取り組みを、

地域の優れた文化に親しむ「ふるさと教育」の一つとして実施している学校が

あります。 
 
○高校でのお茶の教育 
 茶道を課外活動として実施している学校があり、お茶の文化振興に寄与して

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        高校茶道部での病院訪問・文化祭活動 
 
 
○食文化（日本型食生活）の啓発   
 主食・主菜・副菜を組み合わせ 
た日本型食生活は、健康の保持増 
進に優れた食事であるとともに日 
本特有の食文化であり、お茶はそ 
の日本型食生活に深く根ざしてい 
ます。 

各関係団体と連携し、食育推進 
活動として食文化を伝えていく取組 
を推進していきます。 
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○島根の茶文化の発信 
 お茶の文化や美味しいお茶の入れ方などを学んでもらい、お茶を飲む習慣や

文化への理解を図るとともに地域における茶文化の発信活動を推進していきま

す。 
 
 
 
 
 
 

母娘で学ぶおいしいお茶の飲み方教室 
 
○様々なお茶の飲み方の提案 
 島根県産のお茶は、一般的な湯冷ましをしてから煎れて飲む方法だけでなく、

様々な飲み方が提案されています。 
 煎茶をティーバッグにして水出しを行うと、苦み・渋みが少なく非常にまろ

やかなお茶に仕上がります。また、香りの強い県西部山間地のお茶は、あえて

熱湯を注ぎ、その強い香りと渋みを味わう飲み方もあります。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
水でじっくりと出したお茶は       山間地の香りの強いお茶は 
 苦み・渋みが少なく飲みやすい      熱湯を注いで楽しむことも可能 
 

また、県内には「伯太番茶（安来市）」「唐川番茶（出雲市）」「大東番茶（雲

南市）」などの多様な番茶銘柄があり、すっきりとした味わいで食事とともに飲

まれることが多く、根強い需要があることも特徴です。 
 
日本茶インストラクター等と連携し、お茶の消費場面や、文化発信の場で、こ

れらの飲み方の提案をしていきます。 
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○日本三大茶会 「松江城大茶会」 
 秋の文化催事として、山陰中央新報社主催の「松江城大茶会」が開催され、

親しまれています。抹茶・煎茶等のさまざまな流派の先生が茶席を設け、お茶

と和菓子を振る舞います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

毎年多数の参加者で賑わう松江城大茶会 
 
 
 
また、県内各地での催事や公民館活動 
等において、茶菓を振る舞うお茶席を 
設けたり、各家庭で気軽にお茶をたし 
なむなど、お茶に親しむ習慣が地域に 
根づいています。 
 
 

子連れから高齢者まで茶会へ参加 
 
 
 このような場を活かして、島根県の茶業の特徴や文化・飲み方などへの理解

を深め、島根のお茶に親しんでもらうことを推進します。 

-14- 

− 14−



 
 

【参考資料】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 
◆島根県のお茶の概要（平成 21 年度） 

・茶園面積  207ha     
・荒茶生産量 235t（普通煎茶 105t、番茶 130t） 
・産出額（茶生葉）２億円 
・茶協会員数 ３１会員 ・茶商会員数 ３０会員 

○番号 茶協会員（生産者）        
●番号 茶商会員（加工・販売）     ※茶協及び茶商会員のみ掲載しています 

② 
③ 

④ ㉒⑤ 
⑥⑮ 

⑦⑰ 

⑧⑯ 

⑨ 
㉒⑲⑳  

⑩ 

⑪ 
⑫ ⑬⑭ 

⑱ 

㉒  

㉒ ㉒  

㉒  

㉒  

㉒  

㉒  
㉒  
㉒  

島根お茶ＭＡＰ 

県内各地にお茶産地があるにゃ！ 

 

❸❶ 

❷ 

❿❹ 

❺ 
❻❼ 
❽❾ 

島根県観光キャラクター『しまねっこ』                          

使用許可番号４３４号 
- 参考資料 １ - 
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24 31
30

29

27

28

26

川本町25



 
 

○島根県茶業の中心組織について 
「島根県茶業振興協会」（正会員：３１会員 ）         「山陰茶商組合」(正会員：３０会員 ) 

主には茶栽培から荒茶加工等を行う生産者団体。特別会     県内外から購入した様々な種類の茶葉(荒茶)を独自に 
員等として全農しまねや県などの関係機関も参画。      ブレンドして販売する茶商団体。 

 
★島根県茶業振興協会会員一覧（順不同 平成 24 年 9 月現在）   ★山陰茶商組合組合員一覧（順不同 平成 24 年 9 月現在） 

❶ （有）原田産業    (松江市)  福代茶舗      (出雲市) 

❷ （株）千茶荘     (松江市)  （有）武永茶舗    (出雲市) 

❸ （有）加島茶舗    (松江市)  （株）桃翠園     (出雲市) 

❹ （有）お茶の松弘園  (松江市)  黒田聞天園     (出雲市) 

❺ （有）森山茶舗    (松江市)   富田茶舗      (出雲市) 

❻ （有）中村茶舗    (松江市)  （株）ひかわ     (出雲市) 

❼ （有）森山園     (松江市)  西製茶所      (出雲市) 

❽ （有）斉田茶舗    (松江市)   大阪屋茶舗     (雲南市) 

❾ （有）富田茶舗    (松江市)  （株）藤原茶問屋   (雲南市) 

❿ 森脇智治茶舗    (松江市)  春光園       (大田市) 

 （株）茶三代一    (出雲市)  （有）はんのえ    (安来市) 

 （有）坂本藤次郎本店 (出雲市)  （有）福島茶舗    (安来市) 

 （株）原寿園     (出雲市)  （有）福井製茶    (米子市) 

  かみや園本店    (出雲市)  （有）長田茶店    (米子市) 

 （有）中村端松園   (出雲市)  （株）静香園     (米子市) 

① 大庭空山茶業組合   (松江市) ⑰ 大前製茶       (出雲市) 

② JA くにびき茶生産協議会(松江市) ⑱ 唐川共栄製茶組合   (出雲市) 

③ 錦峰園製茶場     (松江市) ⑲ （株）出雲精茶    (出雲市) 

④ 伯太町茶農業協同組合 (安来市) ⑳ （有）一畑園     (出雲市) 

⑤ （株）桃翠園     (出雲市) ㉒  中西茶業       (出雲市) 

⑥ 砂子原茶業組合    (雲南市) ㉒  神門製茶所      (出雲市) 

⑦ 鰐淵製茶       (出雲市) ㉒  住江茶業組合     (江津市) 

⑧ 今岡製茶工場     (出雲市) ㉒  田中秀翠園     (津和野町) 

⑨ 坂本製茶       (出雲市) ㉒  江の川茶生産組合   (川本町) 

⑩ JA いずも茶部会    (出雲市) ㉒  浜原茶業組合     （美郷町） 

⑪ 西製茶所       (出雲市) ㉒  石橋製茶工場    (津和野町) 

⑫ JA 雲南（大東製茶工場）(雲南市) ㉒  （株）扇原茶園    (浜田市) 

⑬ 村上園        (雲南市) ㉒  和田製茶工場    (津和野町) 

⑭ 青木屋茶園      (雲南市) ㉒  寺田茶工場     (津和野町) 

⑮ 内田製茶工場     (雲南市) ㉒  直地茶業生産組合  (津和野町) 

⑯ 出雲松寿園      (出雲市)   

- 参考資料 ２ - 
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① 
◆島根県のお茶の概要（平成 21 年度） 

・茶園面積  207ha     
・荒茶生産量 235t（普通煎茶 105t、番茶 130t） 
・産出額（茶生葉）２億円 
・茶協会員数 ３１会員 ・茶商会員数 ３０会員 

○番号 茶協会員（生産者）        
●番号 茶商会員（加工・販売）     ※茶協及び茶商会員のみ掲載しています 
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○島根県茶業の中心組織について 
「島根県茶業振興協会」（正会員：３１会員 ）         「山陰茶商組合」(正会員：３０会員 ) 

主には茶栽培から荒茶加工等を行う生産者団体。特別会     県内外から購入した様々な種類の茶葉(荒茶)を独自に 
員等として全農しまねや県などの関係機関も参画。      ブレンドして販売する茶商団体。 

 
★島根県茶業振興協会会員一覧（順不同 平成 24 年 9 月現在）   ★山陰茶商組合組合員一覧（順不同 平成 24 年 9 月現在） 

❶ （有）原田産業    (松江市)  福代茶舗      (出雲市) 

❷ （株）千茶荘     (松江市)  （有）武永茶舗    (出雲市) 

❸ （有）加島茶舗    (松江市)  （株）桃翠園     (出雲市) 

❹ （有）お茶の松弘園  (松江市)  黒田聞天園     (出雲市) 

❺ （有）森山茶舗    (松江市)   富田茶舗      (出雲市) 

❻ （有）中村茶舗    (松江市)  （株）ひかわ     (出雲市) 

❼ （有）森山園     (松江市)  西製茶所      (出雲市) 

❽ （有）斉田茶舗    (松江市)   大阪屋茶舗     (雲南市) 

❾ （有）富田茶舗    (松江市)  （株）藤原茶問屋   (雲南市) 

❿ 森脇智治茶舗    (松江市)  春光園       (大田市) 

 （株）茶三代一    (出雲市)  （有）はんのえ    (安来市) 

 （有）坂本藤次郎本店 (出雲市)  （有）福島茶舗    (安来市) 

 （株）原寿園     (出雲市)  （有）福井製茶    (米子市) 

  かみや園本店    (出雲市)  （有）長田茶店    (米子市) 

 （有）中村端松園   (出雲市)  （株）静香園     (米子市) 

① 大庭空山茶業組合   (松江市) ⑰ 大前製茶       (出雲市) 

② JA くにびき茶生産協議会(松江市) ⑱ 唐川共栄製茶組合   (出雲市) 

③ 錦峰園製茶場     (松江市) ⑲ （株）出雲精茶    (出雲市) 

④ 伯太町茶農業協同組合 (安来市) ⑳ （有）一畑園     (出雲市) 

⑤ （株）桃翠園     (出雲市) ㉒  中西茶業       (出雲市) 

⑥ 砂子原茶業組合    (雲南市) ㉒  神門製茶所      (出雲市) 

⑦ 鰐淵製茶       (出雲市) ㉒  住江茶業組合     (江津市) 

⑧ 今岡製茶工場     (出雲市) ㉒  田中秀翠園     (津和野町) 

⑨ 坂本製茶       (出雲市) ㉒  江の川茶生産組合   (川本町) 

⑩ JA いずも茶部会    (出雲市) ㉒  浜原茶業組合     （美郷町） 

⑪ 西製茶所       (出雲市) ㉒  石橋製茶工場    (津和野町) 

⑫ JA 雲南（大東製茶工場）(雲南市) ㉒  （株）扇原茶園    (浜田市) 

⑬ 村上園        (雲南市) ㉒  和田製茶工場    (津和野町) 

⑭ 青木屋茶園      (雲南市) ㉒  寺田茶工場     (津和野町) 

⑮ 内田製茶工場     (雲南市) ㉒  直地茶業生産組合  (津和野町) 

⑯ 出雲松寿園      (出雲市)   

- 参考資料 ２ - 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ４ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

 
 

○地域で活躍するお茶の専門家 
 茶商を中心に、県内でお茶を扱う店舗には「日本茶インストラクター」と呼

ばれる資格を持った専門家がいることがあります。 
 お茶の美味しい淹れ方はもちろん、お茶の種類から製法、美味しいお茶の選

び方、歴史などお茶に関するあらゆる知識をアドバイスしてくれます。 
 自らが美味しいお茶を選ぶのに迷った時、子どもたちに島根のお茶文化につ

いて教えたい時など、是非インストラクターのいるお店を訪ねてみてください。 
 特に、インストラクターが活用する日本茶の資料は非常に見やすく、丁寧な

資料となっており必見です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
★島根県内の日本茶インストラクターの在所一覧（順不同 一部会員除く） 
氏名 在所名（店舗、事務所） 店舗住所 
富田 奈保子 （有）富田茶舗 松江市寺町 199-5 

 原田 由美 （株）千茶荘 松江市矢田町 250-98 
 三代 正幸 
 角  修治 

（株）茶三代一 出雲市長浜町 729-6 

 大島 正也 （有）お茶の三幸園 松江市学園南 2-16-5 
 森山 悦子 （有）森山園 松江市東朝日町 267-4 
 角田 幸広 （有）香里園 簸川郡斐川町大字原鹿 935 
 西  龍介 西製茶所 簸川郡斐川町出西 2720-1 
原田 香織 （有）原田産業 松江市殿町 222 
米山 美由紀 （株）出雲精茶 出雲市小境町 1700-12 

- 参考資料 ３ - 

          日本茶インストラクターが活用するお茶の副読本（一例）

 
 

○地域で活躍するお茶の専門家 
 茶商を中心に、県内でお茶を扱う店舗には「日本茶インストラクター」と呼

ばれる資格を持った専門家がいることがあります。 
 お茶の美味しい淹れ方はもちろん、お茶の種類から製法、美味しいお茶の選

び方、歴史などお茶に関するあらゆる知識をアドバイスしてくれます。 
 自らが美味しいお茶を選ぶのに迷った時、子どもたちに島根のお茶文化につ

いて教えたい時など、是非インストラクターのいるお店を訪ねてみてください。 
 特に、インストラクターが活用する日本茶の資料は非常に見やすく、丁寧な

資料となっており必見です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          日本茶インストラクターが活用するお茶の副読本（一例） 
★島根県内の日本茶インストラクターの在所一覧（順不同 一部会員除く） 
氏名 在所名（店舗、事務所） 店舗住所 
富田 奈保子 （有）富田茶舗 松江市寺町 199-5 

 原田 由美 （株）千茶荘 松江市矢田町 250-98 
 三代 正幸 
 角  修治 

（株）茶三代一 出雲市長浜町 729-6 

 大島 正也 （有）お茶の三幸園 松江市学園南 2-16-5 
 森山 悦子 （有）森山園 松江市東朝日町 267-4 
 角田 幸広 （有）香里園 簸川郡斐川町大字原鹿 935 
 西  龍介 西製茶所 簸川郡斐川町出西 2720-1 
原田 香織 （有）原田産業 松江市殿町 222 
米山 美由紀 （株）出雲精茶 出雲市小境町 1700-12 

- 参考資料 ３ - 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ４ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ４ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ６ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ５ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ５ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ６ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ６ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ５ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ７ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ７ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 参考資料 ７ - 

出典資料：「ほっとひといき 日本茶入門」より一部抜粋 

監修：日本茶インストラクター 山上昌弘 

編集：ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 

発行・企画：社団法人 日本茶業中央会 

お茶の振興に関する法律
公布：平成２３年４月２２日法律第２１号

施行：平成２３年４月２２日

（目的）

第一条 この法律は、お茶に関する伝統と文化が国民の生活に深く浸透し、国民の豊かで

健康的な生活の実現に重要な役割を担うとともに、茶業が地域の産業として重要な地位を

占めている中で、近年、生活様式の多様化その他のお茶をめぐる諸情勢の著しい変化が生

じていることに鑑み、茶業及びお茶の文化の振興を図るため、農林水産大臣による基本方

針の策定について定めるとともに、お茶の生産者の経営の安定、お茶の消費の拡大及びこ

れに資するお茶を活用した食育の推進並びにお茶の輸出の促進に関する措置、お茶の伝統

に関する知識等の普及の措置等を講じ、もって茶業の健全な発展及び豊かで健康的な国民

生活の実現に寄与することを目的とする。

（基本方針）

第二条 農林水産大臣は、お茶の生産、加工又は販売の事業（以下「茶業」という。）及

びお茶の文化の振興に関する基本方針（以下「基本方針」という。）を定めるものとする。

２ 基本方針においては、次に掲げる事項を定めるものとする。

一 茶業及びお茶の文化の振興の意義及び基本的な方向に関する事項

二 お茶の需要の長期見通しに即した生産量その他の茶業の振興の目標に関する事項

三 茶業の振興のための施策に関する事項

四 お茶の文化の振興のための施策に関する事項

五 その他茶業及びお茶の文化の振興に関し必要な事項

３ 農林水産大臣は、基本方針を定めるに当たってお茶の需給事情を把握するため必要が

あると認めるときは、都道府県知事、茶業を行う者が組織する団体（以下「茶業団体」と

いう。）その他の関係者に対し、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。

４ 農林水産大臣は、お茶の需給事情、農業事情その他の事情の変動により必要があると

きは、基本方針を変更するものとする。

５ 農林水産大臣は、基本方針を定め、又はこれを変更しようとするときは、あらかじめ、

文部科学大臣に協議しなければならない。

６ 農林水産大臣は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公

表しなければならない。

（振興計画）

第三条 都道府県は、基本方針に即し、当該都道府県における茶業及びお茶の文化の振興

に関する計画（以下「振興計画」という。）を定めるよう努めなければならない。

２ 都道府県は、振興計画を定めるに当たってお茶の需給事情を把握するため必要がある

と認めるときは、茶業団体その他の関係者に対し、資料の提出その他必要な協力を求める

ことができる。

３ 都道府県は、振興計画を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公表し

なければならない。

（生産者の経営の安定）

第四条 国及び地方公共団体は、お茶の生産者の経営の安定を図るため、茶園に係る農業

生産の基盤の整備、茶樹の改植（茶樹を除去した後、苗木を植栽することをいう。）の支

援、災害の予防の推進その他必要な施策を講ずるよう努めるものとする。



（加工及び流通の高度化）

第五条 国及び地方公共団体は、お茶の加工及び流通の高度化を図るため、お茶の生産者

による農業と製造業、小売業等の事業との総合的かつ一体的な推進を図り地域資源を活用

した新たな付加価値を生み出す取組、中小企業者と農林漁業者との連携による事業活動に

係る取組及びお茶の加工の事業を行う者（以下「加工事業者」という。）による加工施設

の整備に対する支援その他必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（品質の向上の促進）

第六条 国及び地方公共団体は、お茶の品質の向上を促進するため、お茶の品質の向上に

関する研究開発の推進及びその成果の普及、お茶の生産者及び加工事業者による品質の向

上のための取組への支援その他必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（消費の拡大）

第七条 国及び地方公共団体は、お茶の消費の拡大を図るため、お茶の新用途への利用に

関する情報の提供、研究開発の推進及びその成果の普及その他必要な施策を講ずるよう努

めるものとする。

２ 国及び地方公共団体は、お茶を活用した食育の推進がお茶の消費の拡大に資すること

に鑑み、児童に対するお茶の普及活動への支援その他お茶を活用した食育の推進に必要な

施策を講ずるよう努めるものとする。

（輸出の促進）

第八条 国及び地方公共団体は、海外市場の開拓等がお茶の需要の増進に資することに鑑

み、お茶の輸出の促進に必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（お茶の文化の振興）

第九条 国及び地方公共団体は、お茶の文化の振興を図るため、お茶の伝統に関する知識

等の普及その他必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（顕彰）

第十条 国及び地方公共団体は、茶業及びお茶の文化の振興に寄与した者の顕彰に努める

ものとする。

（国の援助）

第十一条 国は、地方公共団体が振興計画に定められた施策を実施しようとするときは、

当該施策が円滑に実施されるよう、必要な情報の提供、助言、財政上の措置その他の措置

を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。

以上



茶業及びお茶の文化の振興に関する基本方針の概要

第１ 茶業及びお茶の文化の振興の意義及び基本的な方向に関する事項

○ 茶業及びお茶の文化の振興の意義

・ お茶は、国民の豊かで健康的な生活の実現に寄与

・ お茶は、中山間地域における重要な基幹作物

・ 茶業は、裾野が広く地域経済・雇用確保の観点からも重要な産業

○ お茶をめぐる課題

・ 生活様式の多様化等による消費の減少

・ 収益性の悪化から茶園の若返りや品種転換のための改植に遅れ

・ 東京電力福島第一原子力発電所事故による影響

○ 今後の茶業及びお茶の文化の振興に関する基本的な方向

・ 放射性セシウム含有量を減少させ、減退した需要の回復が重要

・ 生産者の経営の安定、消費の拡大及びこれに資する食育の推進

並びに輸出の促進、お茶の伝統に関する知識の普及等の推進

第２ お茶の需要の長期見通しに即した生産量に関する事項

１ お茶の需要の長期見通し

平成32年の需要量は、9.7万トン

２ お茶の生産の生産数量目標

平成32年の生産数量目標は、9.5万トン

（※「食料・農業・農村基本計画」（平成22年３月閣議決定）の生産数量目標と同じ）

第３ 茶業の振興のための施策に関する事項

１ 生産者の経営の安定

・ 茶園の基盤の整備

・ 茶樹の改植の推進

・ 気象災害の予防等の推進

・ 中山間地域等における離農茶園への対応

・ 放射性セシウムの低減に向けた取組

（加工及び流通の高度化）

第五条 国及び地方公共団体は、お茶の加工及び流通の高度化を図るため、お茶の生産者

による農業と製造業、小売業等の事業との総合的かつ一体的な推進を図り地域資源を活用

した新たな付加価値を生み出す取組、中小企業者と農林漁業者との連携による事業活動に

係る取組及びお茶の加工の事業を行う者（以下「加工事業者」という。）による加工施設

の整備に対する支援その他必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（品質の向上の促進）

第六条 国及び地方公共団体は、お茶の品質の向上を促進するため、お茶の品質の向上に

関する研究開発の推進及びその成果の普及、お茶の生産者及び加工事業者による品質の向

上のための取組への支援その他必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（消費の拡大）

第七条 国及び地方公共団体は、お茶の消費の拡大を図るため、お茶の新用途への利用に

関する情報の提供、研究開発の推進及びその成果の普及その他必要な施策を講ずるよう努

めるものとする。

２ 国及び地方公共団体は、お茶を活用した食育の推進がお茶の消費の拡大に資すること

に鑑み、児童に対するお茶の普及活動への支援その他お茶を活用した食育の推進に必要な

施策を講ずるよう努めるものとする。

（輸出の促進）

第八条 国及び地方公共団体は、海外市場の開拓等がお茶の需要の増進に資することに鑑

み、お茶の輸出の促進に必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（お茶の文化の振興）

第九条 国及び地方公共団体は、お茶の文化の振興を図るため、お茶の伝統に関する知識

等の普及その他必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（顕彰）

第十条 国及び地方公共団体は、茶業及びお茶の文化の振興に寄与した者の顕彰に努める

ものとする。

（国の援助）

第十一条 国は、地方公共団体が振興計画に定められた施策を実施しようとするときは、

当該施策が円滑に実施されるよう、必要な情報の提供、助言、財政上の措置その他の措置

を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。

以上



２ 加工及び流通の高度化

・ お茶の生産者・生産組織による製造、小売を含めた一体的な取組の

推進

・ 中小企業者と生産者との連携による事業活動に係る取組の推進

・ 加工施設の整備の推進

３ 品質・付加価値の向上の促進

・ 品質の向上に関する研究開発の推進及びその成果の普及

・ 生産者及び加工事業者による品質の向上のための取組の推進

・ 付加価値の向上のための取組の推進

４ 消費の拡大

・ お茶のブランド化の推進及び新しいお茶の楽しみ方の提案

・ 新用途への利用に関する研究開発の推進及びその成果の普及

・ お茶を活用した食育の推進

・ お茶の産地と都市との交流の取組の推進

・ 放射性セシウムの検出により低減した需要の回復のための取組

５ 輸出の促進

・ 海外市場の開拓の推進

・ 輸出先国・地域が求める輸入条件への対応

第４ お茶の文化の振興のための施策に関する事項

１ お茶の文化に関する理解の増進

・ お茶の文化の振興に関する取組の支援

・ 海外における日本文化紹介活動を展開する取組の実施

２ お茶に関する文化財の保存・活用

・ 茶道具や茶室、お茶に関する風俗習慣などの文化財に対する保護



 
 

 
 
 
 
 

 
島根県における茶業及びお茶の文化の振興に関する指針 

～茶は産業、茶は文化、島根のお茶をもっと感じる！～ 
 

 
平成２５年３月 
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